
私の学び
若狭高校 国際探究科 竹内陽渚

（2020年3月11日(水) 15時～17時30分にオンラインで実施）

はい、お願いします。若狭高校、国際探究科の竹内です。よろしくお願いし
ます。今回、私はこのシンポジウムの中で、生徒の立場として話す中でまず、
私が通っている若狭高校の話をしたのちに、若狭高校内の特徴などを述べて、
そのあとに私が参加したIWGでの学びや今後の学びについて話したいと思っ
ています。
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若狭高校の特徴

★SSH指定校 ★ISN指定校
★生徒主体の探究学習 ★生徒に寄り添う学習環境
→アクティブラーニング

生徒が学びたいことを伸び伸びと
行える学校

その中で私は自分のしたい活動を校内外で行っている

私が通っている若狭高校の特徴は、大きく分けて4つあります。まず、SSHに
指定されていて、さらにISNの指定校でもあり、生徒主体の探究学習というも
のにすごくフォーカスかつ力を入れている学校です。最近よく聞くアクティ
ブラーニング等も積極的に取り入れています。また、生徒に寄り添う学習環
境が整っている学校だと私は感じています。その中で、生徒がどういうふう
に学んでいくかというのが大事だと思うんですけど、生徒が、自分の学びた
いことを伸び伸びと行えている学校だなという印象が私の中では一番大きく
あります。その中で、私を含め、多くの人が、自分のしたい活動を校内外で
行っています。
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探究学習

１．何のために探究学習をしているのか
２．どんな力が必要で、どんな力を得られるのか

現状分析、先行研究、資料(データ)収集、発表原稿づくり等

→これらのことを週1の授業や放課後を通して自主的に行う
（カリキュラムに組み込まれている学習）

私の活動:水仙を使った復興支援プロジェクト
～おおい町(自分の住む町)の知名度upと被災者の笑顔のために～

今回最初にフォーカスするのが、探究学習についてです。まず大きく分けて
２つのポイントで話したいと思っています。１つ目は、何のために探究学習
を私たち生徒はしているのか、２つ目は、どんな力が必要で、どんな力を得
られることができるのか、です。実際私が探求学習の中で行っている活動は
水仙という花を使った復興支援プロジェクトです。これをするきっかけに
なったのは、現状分析の中で、自分の住んでいる町にある課題点を見つけ、
それに加えて、問題と重なっている部分が復興支援にあるということを感じ
たからです。若狭高校の探究活動では、現状分析や先行研究、また、資料の
収集など、課題を見つけるまでの事前の研究がすごく充実していて、ここを
しっかり充実させることが私は良い探究学習を進めることにつながっている
んだなというふうに考えています。また、さらに発表原稿など、高校生とい
う立場から見ても、パワーポイントを使ったり、あんまり経験できないこと
を主体的に、生徒が自らやらなければいけないという責任をもってやってい
る部分も大きいなと感じています。また、これらの活動は週1時間の授業、ま
たは放課後を通して自主的に行っているので、生徒自身、自主的に行うって
いう部分がすごく大きくて、私もそうなんですけど、嫌々やらされているか
らやるというのではなくて、自分がいまやらなければならないことを自分で
考えてやるというが大きなポイントになっているのだと思います。
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・自分にできることを考える（問題を自分ごとに置き換える）
・自分の疑問点や気になる問題を調べることで、自主的な活動計画や研究を進める
ことができる

・新しい発見や価値観に出会う

物事を自分ごとに置き換えて考える力を養うため

学生だから着目できる観点から物事をとらえ解決する

→新しい開発やプロジェクト計画を自主的に行える
EX)鯖の缶詰を宇宙食に、マイクロプラスチック

何のために探究学習をしているのかというのが、大きなポイントになってい
ると思うんですけど、これを私は「物事を自分ごとに置き換えて考える力を
養うため」だというふうに思っています。自分にできることを考える。高校
生の立場で考えられることって少ないって思う方もおられると思うんですけ
れども、問題を自分ごとに置き換えるっていうその部分がとても大事で、自
分が持った疑問点や気になる問題を調べる中で、本当は社会に関する大きな
問題だけれども、それを自分の地域や自分の身の回りの生活に落とし込んで、
そして置き換えて研究を自分なりに進めるという部分につながっていくと思
います。この中で、新しい発見や価値観に出会う、そしてそれが自分を成⾧
させてくれる大きなポイントにつながっています。探究学習の中で課題をま
ず見つけますが、この中で大事にしているポイントは、「学生だから着目で
きる観点から物事をとらえて解決する」というものです。実際、新しい開発
やプロジェクト計画を自主的に行えていて、例を出せば、「鯖の缶詰を宇宙
食に」というのが大きくメディアでも取り上げるほど、若狭高校では有名に
なりました。これも若狭高校生が自分たちの地元にある鯖の缶詰をどうピー
アールのするのか考える中で、「宇宙食に」というあまりつなげられないそ
のポイントに重点を置いて進めたことによって、このように結果にも繋がり
ました。またマイクロプラスチックについても学科問わず、多くの人が関
わって、実際に今もいろいろな話し合いや研究を進めている状況にあって、
自主的に行えるっていう部分はすごく大きいなと感じています。
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Agency

自主的探究心
（学ぶ意欲）

積極性
（熱意）

計画的活動
（先を見通す）

自問自答し続けることで得られる

仮説①→資料収集→仮説不成立→疑問→仮説②(新たな仮説)

結果、新たな資質能力が得られる

目的:物事を自分ごとに置き換えて考える力を獲得するため

【プロセスの中で】

個人個人の
資質・能力

学習を受動的に（教師のいうがまま）行うことで得ることはできない

２つ目、「どんな力が必要で、どんな力を得られるのか」という部分につい
てなんですけれども、まず大きな目的として最初においておくのは、「物事
を自分ごとに置き換えて考える力」を獲得するため。そして、これを身につ
けるためのプロセスの中で、「自主的探究心」、学ぶ意欲であったり、「積
極性」、また、「計画的活動」、先を見通して計画を立てるなど、そういう
ような得られる力が自分の中で身に付いてくるのではないかなと思います。
さらに、その力を得るためには、学習を受動的に、教師に言われるがまま行
うことで得ることはできないと思います。自問自答し続けることで、実際、
自分が前進していっていることを実感することができるのも事実です。その
プロセスの中では、仮定を見つけて、さらに資料を収集し、仮説が不成立
だった場合は、なぜ不成立なのかという疑問を持ち、またさらに仮説を作る
という、このサイクルをずっと続けることが自問自答につながっていて、そ
の中で自分の研究をより前進させていけるのだと思います。結果、新たな資
質・能力が得られることにつながり、これがエージェンシーなんじゃないか
なというふうに私は思っています。
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通常授業

★大学入試新テストに合わせた学習
★生徒主体のプリント形式授業

生徒中心(主体)

EX)国語の授業
プリント形式で生徒の学習スピードに合わせている
まとめをする時間を作ることでバランスよく生徒の学習能力に合わせ
た授業展開をしていると感じる

学習の中でも生徒自身が主体的に学べる

探究的な学習だけでなく、教科学習においても同じことが言える

あくまで、すべての学習・教育の中心にいるのは生徒であることを前提にし
たうえで、生徒に課題を提供し、普段の授業を進めていく必要がある

また、この探究的な学習だけではなく、教科学習においても同じことが言え
ると思います。通常授業の中では、私の学年で言いますと、大学入試が変わ
ることもあり、その新テストに合わせた学習を展開していただけたり、また、
生徒主体のプリント形式の授業があるんですけれども、生徒主体ということ
を念頭に置いたうえで、授業のカリキュラムも展開させている部分が大きい
なというふうに思っています。通常学習の中で、私が受けている国語の授業
では、プリント形式をしていて、生徒の学習スピードに合わせた授業展開に
なっています。これは、私の中では、生徒が主体的に学べる環境づくりに
なっているなと感じていて、こういうふうに、教師から提供された授業展開
が生徒主体につながっているという部分が、学習の中でも生徒自身が主体的
に学べていることにつながっているんじゃないかなというふうに思っていま
す。これはあくまで、全ての学習、教育の中心というのは私たち生徒である
ことを前提にし、それを教師、生徒ともに理解したうえで、生徒に課題を提
供して、普段の授業を進めていく必要があるのだと思います。
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主体的なカリキュラムが生徒・学校の主体性やAgencyを養う

★探究学習の中で物事を自分ごとに置き換えて考える力を得る
★通常授業(教科学習)の中でも主体的な学習が行われる
★学校におけるカリキュラム全体で生徒1人1人のAgencyを育むことが重要

問い 答え

問いと答えの間が⾧い課題を探究学習、教科学習の両方で行うことが
探究のサイクルを効率的・主体的に回すプロセスにつながっている!

Agencyを育てる教育であり、これから求められる教育

まとめに移るんですけれども、主体的なカリキュラムが生徒・学校の主体性
やエージェンシーを養うというのが大きなポイントで、探究学習の中で物事
を自分ごとに置き換えて考える力を得ることで、探究学習だけでなく、通常
授業の中でも主体的な学習が行われ、学校におけるカリキュラム全体で生徒
一人ひとりのエージェンシーを育むことが重要になっているなというふうに
思います。図でも表したように、問いから答えの距離が⾧い課題を探究学習
のみならず、教科学習、通常授業の中でも行うことが探究のサイクルを効率
的、さらに生徒主体、主体的に回すプロセスにつながっていると感じていま
す。なので、この若狭高校で行われている問いと答えが⾧い課題を生徒に提
供するような教育が、エージェンシーを育てる教育であり、これから、将来
的に求められていく教育なのではないかなと私は考えています。
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【大切だと感じた議論】 ★評価(アセスメント)について
★FG3･･･私たちにできること

★評価について→生徒は教師に評価されているのか、自分でしているのか
★FG3 →インスタグラムを活用した宣伝動画の撮影

FG3の数人のメンバーはラジオを放送

IWGで行われた議論

感じたこと:IWGは変わってきている

さらに、大人と生徒が混じったグループディスカッションが印象的
・他国の教育と自分の受けている教育の相違点を感じた
→他国の方々との交流の中で関係を築くことができた

その中で、私が経験したことについて、話したいと思います。私はIWGとい
う、先ほど鈴木さんと木村先生からもお話があった国際会議に二度参加させ
ていただきました２回参加させていただいたんですけれども、この両方を通
じて大切だなと感じた議論がありました。１つ目は評価、アセスメントにつ
いて、これは、前回行われた第10回のIWGで行われた議論です。さらに
フォーカス・グループ３では、これはカナダのバンクーバーで行われた会議
のときも、ソウルで行われたときもそうなんですけど、私たちにできること、
生徒だからできることにフォーカスしている議論が大事だなと私は思いまし
た。評価については、生徒は教師に評価されているのか、自分でしているの
かという、答えを導き出すのが難しい問いを別の国の生徒の方と一緒に話せ
るっていう、その機会がすごく新鮮で、私の中では、違う国の人と話すこと
によって得られる新しい価値観っていうのも大きいなと思いました。さらに
フォーカス・グループ３では、SNSのインスタグラムを活用した宣伝動画を
実際に他の国の生徒さんと一緒に撮影したり、数人のメンバーはラジオを放
送して、いま、自分たち生徒が考える教育について語るという機会もありま
した。また、大人と生徒が混じったグループディスカッションもあり、IWG
が、変わってきているというのをすごく感じました。２回しか行ってないな
がらも私の中で実感したし、その変わっていっていることによって、より良
い議論が展開されているのではないかなと感じました。
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参加して変わった心情 言語よりも背景知識が大事

会議に参加する前:言語に対しての不安
自分の経験をまとめ英訳
緊張(初参加のため)

１日目終了後:IWGについて知識不足
会話に参加できない
ディスカッションへの不安

OECD Education 2030 9th IWG (Canada)

言語の壁ではなく物事の根本を見ないとよりよい議論はできない

・コミュニケーションをとる方法は言語だけではない→ジェスチャーや翻訳機能
・会議はなぜあるのか、私たちが参加することの意義
・私の経験と会議のテーマの関係性

二度の会議に参加して感じたことはたくさんあります。バンクーバーで行わ
れた会議の中で、私の考え方がすごい大きく変わったことがありました。会
議に参加する前は、初めて国際会議という場に参加するので、言語に対して
の不安が大きかったために、自分の経験をまとめて英訳するなど、言語につ
いてフォーカスし過ぎてしまったというのがすごく大きくて、１日目が終了
してみて感じたのが、IWGがなんで行われているのかという部分についての
知識不足、それにより、会議に自主的に参加できていない部分があったとい
うことです。そこで私が感じたのが、言語の壁ではなくて、物事の根本を見
ないとより良い議論はできないということです。事前にIWGについて学んで
いなかった自分を後悔した部分も大きかったです。参加して変わった心情は、
言語よりも背景知識のほうが大事で、コミュニケーションを取る方法は言語
だけではないというのは実際本当にそうで、ジェスチャーや翻訳機能も今は
技術も進んでいます。会議はなぜあるのか、私たちが参加する意義を考えな
いと、わざわざ呼んでいただけているのに貢献できていないという現状が大
きく、さらに自分が経験したことをまとめるまでは良かったのですが、自分
の経験と会議のテーマをどう関連させて話すのかいう部分も大きいと感じま
した。初めての参加ということもあったんですけど、いろいろ不十分な点が
多かったなと感じた会議でした。

9



 生徒をより尊重→複数人のファシリテーターの導入
 教育者・行政の方たちと分けてしまうのではなく、互いにかか
わりや交流を持てる機会の提供（ブレイクタイム以外で）

 国は違うが同じ学生だという実感
 ディスカッションの楽しさと重要性

OECD Education 2030 10th IWG (Korea)

ISNでやっていることと変わらない!

カナダでの会議で思うように話せなかったことが悔しかった
→もう一度参加して今度こそ自分の経験や他国の人の経験を共有したい!

カナダでの会議で思うように話せなかったことがすごく悔しかったので、も
う一度参加して、今度こそ自分の経験や他国の人の経験をもっと共有して、
さらにIWGの中で、自分がIWGの会議に貢献したいと強く思ったので、もう
一度行きたいと、応募しました。実際、ソウルの、韓国で行われた会議では、
IWG自身も変わってきているんですけど、私自身も変われたなと実感しまし
た。IWGのことをしっかりと自分の中で知識として持って行ったということ
もありますし、話し合われる議論が事前に教えられていたので、それについ
て自分が持っている経験を事前にまとめておいたり、また、日本から生徒４
人行かせていただいていたんですけれども、１日目終わった夜に、みんなで
集まって、次の日の会議に私たちが話さなければいけないことをお互い、日
本語でまずまとめて、それを英語したらどういうふうに話せば良いのかとい
う小さい会議みたいなものを部屋でしたりなど、自分たちが話したいことを
より、どう具体的に、さらに明確に伝えることができるのかという部分を意
識しながら会議に参加できたなと感じています。また、IWG自身も生徒をよ
り尊重している雰囲気が伝わってきて、複数人のファシリテーターを導入し
たり、フォーカス・グループすべてを一緒にして、生徒また、教育関係者、
政治に関わっている人たち、研究者も含めて、立場も年齢も違う人たちが同
じグループの中で英語を使って話しているという環境は、私の中で良いなと
感じました。さらに、ディスカッションを楽しいと感じることもできました。
そして、このIWGでやっていることはISNでやっていることとあまり変わらな
い部分もあるのではないかというのが実際に二度の会議に参加して私が思っ
たことです。
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大切にしたいこと:学びたいという意欲

★主体的な学びを継続させる
★自分の活動を言語化し、わかりやすく人に伝える
★やりたいことを私らしく
★校内だけでなく校外活動も続ける（人とのかかわり）
★より多くの生徒、教師にISN・IWGのことを知ってもらう
→教育の現状・生徒や教師の考えをより多くの人と共有

今後の自分の学び

１つ１つの活動を楽しんで学びを続けていきたい

自分のできることをできる範囲で行うことがこれからに繋がる

最後に今後の自分の学びについてです。私が大切にしたいと感じているのは、
「学びたいという意欲を持ち続ける」ことです。主体的な学びを継続させる
ことも含め、自分の活動を実際に言語化して、わかりやすく人に伝えたり、
自分がやりたいと感じたものを自分らしく行うこと、また、校内に留まらず、
校外活動も続けて、人とのかかわりを大切にしたり、より多くの生徒・教師
に私はISN、IWGのことを知ってもらいたいと考えています。教育の現状、ま
た、教師や生徒の考えを多くの人と共有することがこれから大事になってく
ると思いますし、自分自身、学び続けるという部分が自分の今後の学びを発
展させるのに大きくつながるんじゃないかなと思っています。またその中で、
自分が無理して行うのではなく、自分のできることを自分のできる範囲で行
うことがこれからの学びに繋がると大きく感じています。だから、これから
は１つ１つの活動を楽しんで学びを続けていきたいと思っています。以上が
私の発表です。ご清聴ありがとうございました。
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（柄本）
ありがとうございました。竹内さんに若狭高校の取り組みと、探究学習を通
じてエージェンシーを育成するためのカリキュラムはどうあるべきか、IWG
の詳しい様子、生徒としてこれからの学びは自分としてどうすべきかという
ことなどを色々とお話しいただきました。
それでは、本学の松尾直博教授よりお話しいただきます。東京学芸大学で
OECD共同研究に2015年から関わられています。主に道徳教育、それから
エージェンシーに関する研究を担当されています。何度も話題に出ておりま
す国際会議には第10回に参加されています。それでは松尾教授、どうぞよろ
しくお願いします。
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